
●
企
画
展
合
同
講
演
会

「
ま
じ
な
い
・
う
ら
な
い
・
た
た
り
」

と
き
▼
２
月
４
日�
午
後
２
時　

と

こ
ろ
▼
同
館
講
座
室　

講
師
▼
県
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
研
究
員
・

同
館
学
芸
員

●
企
画
展
関
連
企
画

「
歴
史
体
験
コ
ー
ナ
ー
」

　

縄
文
・
弥
生
の
衣
服
試
着
、
縄
文

の
編
み
物
、
土
器
ペ
ン
ダ
ン
ト
や
お

守
り
作
り
な
ど
、
楽
し
い
体
験
を
し

な
が
ら
歴
史
が
学
べ
ま
す
。

と
き
▼
２
月　

日�
ま
で
の
土
・
日

１９

曜
日
、
祝
日　

と
こ
ろ
▼
同
館
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

●
映
画
会　

懐
か
し
の
女
優
特
集
④

「
男
は
つ
ら
い
よ
・
寅
次
郎
夢
枕
」

と
き
▼
１
月　

日�
午
前　

時
・
午

２２

１０

後
２
時　

と
こ
ろ
▼
同
館
視
聴
覚
室

出
演
▼
八
千
草
薫
・
倍
賞
千
恵
子

●
体
験
講
座

「
い
が
ま
ん
じ
ゅ
う
を
つ
く
ろ
う
」

と
き
▼
２
月　

日�
午
前
９
時　

分

１８

３０

と
こ
ろ
▼
同
館
体
験
学
習
室　

講
師

▼
神
谷 
文  
子 
氏　

定
員
▼　

組（
先

ふ
み 
こ

２０

着
順
）　

参
加
費
▼　

円　

申
し
込

５００

み
▼
１
月　

日�
午
前
９
時
か
ら
電

２７

話
で
文
化
財
課
へ

問
い
合
わ
せ
▼
同
課（
同
館
内
／�

〈　

〉６
６
５
５
）

７７
　

熟
年
者
が
教
養
・
実
技
・
健
康
な

ど
に
つ
い
て
総
合
的
に
学
ぶ
「
シ
ル

バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
」。そ
の
卒
業
生
有
志

に
よ
る
合
同
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
▼
１
月　

日�
〜　

日�
午
前

２７

２９

９
時　

分
〜
午
後
４
時　

と
こ
ろ
▼

３０

文
化
セ
ン
タ
ー
展
示
室

問
い
合
わ
せ
▼
生
涯
学
習
課（
同
セ

ン
タ
―
内
／�
〈　

〉１
５
１
５
）

７６

　

冬
の
星
空
は
、
一
年
を
通
じ
て
最

も
豪
華
に
彩
ら
れ
ま
す
。
今
年
は
火

星
、
土
星
も
加
わ
り
豪
華
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
星
空
の
下
、
月

や
土
星
・
火
星
な
ど
を
望
遠
鏡
で
観

望
し
ま
す
。
ま
た
、
天
文
研
究
家
の

浅
田 
英  
夫 
氏
を
迎
え
て
望
遠
鏡
の
使

ひ
で 
お

い
方
も
実
演
し
ま
す
。（
中
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

と
き
▼
２
月
５
日�
午
後
６
時　

と

こ
ろ
▼
文
化
セ
ン
タ
ー　

定
員
▼　
１５０

人　

※
１
月　

日�
か
ら
同
セ
ン
タ

２１

ー
で
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
生
涯
学
習
課（
同
セ

ン
タ
ー
内
／�
〈　

〉１
５
１
５
）

７６

　

ひ
な
祭
り
に
ち
な
ん
で
、
こ
の
地

方
に
伝
わ
る
お
供
え
の
菓
子
を
親
子

で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
▼
２
月　

日�
午
前　

時
〜
正

１８

１０

午　

と
こ
ろ
▼
文
化
セ
ン
タ
ー
料
理

実
習
室　

対
象
▼
小
学
生
と
保
護
者

定
員
▼　

組　

参
加
費
▼
１
組　

円

１５

５００

申
し
込
み
▼
２
月
４
日�
に
同
セ
ン

タ
ー
美
術
展
示
室
へ
午
前
９
時　

分
３０

ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

※
午

前
９
時　

分
の
時
点
で
定
員
を
超
え

３０

た
場
合
は
抽
せ
ん
。（
電
話
申
し
込
み

不
可
）

問
い
合
わ
せ
▼
生
涯
学
習
課（
同
セ

ン
タ
ー
内
／�
〈　

〉１
５
１
５
）　

７６

　

「
ま
あ
ち
ゃ
ん
の
ま
ほ
う
」「
い
た

�広報あんじょう　2006.1.15

「
対
象　

ど
な
た
で
も
」

「
定
員　

特
に
な
し
」

「
費
用　

無
料
」
の
場
合
は

　

記
載
を
省
略
し
て
い
ま
す
。

催
し

講
座

・

い
の
い
た
い
の
と
ん
で
け
」
を
公
演

し
ま
す
。

と
き
▼
２
月
５
日�
①
午
前　

時
〜

１１

正
午
、
②
午
後
１
時　

分
〜
２
時　

３０

３０

分　

と
こ
ろ
▼
同
福
祉
セ
ン
タ
ー
集

会
室　

出
演
▼
人
形
劇
団
む
す
び
座

定
員
▼
各　

人（
先
着
順
）　

※
１
月

２００

　

日�
午
前
９
時
か
ら
西
部
児
童
セ

２２ン
タ
ー
で
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
同
児
童
セ
ン
タ
ー

（
同
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
／�
〈　

〉６

７２

６
１
６
）

　

親
子
で
楽
し
め
る
人
形
劇
で
す
。

と
き
▼
２
月　

日�
①
午
前　

時　

１２

１０

３０

分
〜
正
午
、
②
午
後
１
時　

分
〜
３

３０

時　

と
こ
ろ
▼
同
館
大
会
議
室　

演

目
▼
「
ど
う
ぞ
の
い
す
」「
だ
ん
ご
ど

っ
こ
い
し
ょ
」　

出
演
▼
人
形
劇
団

む
す
び
座　

定
員
▼
各　

人　

※
１

１５０

月　

日�
午
前
９
時
か
ら
同
館
で
整

２２
理
券
を
配
布
し
ま
す
。　

問
い
合
わ

せ
▼
同
館（�
〈　

〉３
９
７
７
）

７４

　

動
物
の
テ
ラ
コ
ッ
タ（
粘
土
の
素

焼
き
）を
作
り
ま
す
。
好
き
な
動
物

を
個
性
的
に
表
現
し
ま
し
ょ
う
。

と
き
▼
２
月　

日�
、
３
月　

日�
・

２６

１２

　

日�
午
前　

時
〜
正
午（
全
３
回
）

２６

１０

と
こ
ろ
▼
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
創
作
実
習

室　

講
師
▼
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
社
会
教

育
指
導
員　

対
象
▼
小
･
中
学
生　

定
員
▼　

人（
定
員
を
超
え
た
場
合

２０

は
抽
せ
ん
）　

参
加
費
▼　

円　

申

９００

し
込
み
▼
１
月　

日�
必
着
で
、
は

３１

が
き
に
住
所
・
氏
名
・
学
年
・
電
話

番
号
・
人
数（
１
枚
で
２
人
ま
で
応

募
可
。
こ
の
場
合
は
２
人
の
住
所
・

氏
名
を
明
記
）を
記
入
の
う
え
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
キ
ッ
ズ
ア
ー
ト
ス
ペ
ー

ス
係（
〒　
�
０
０
４
１
安
城
市
桜

４４６

町　
�
　

／
安
城
市
民
会
館
）へ
郵
送

１８

２８

問
い
合
わ
せ
▼
生
涯
学
習
課（
市
民

会
館
内
／�
〈　

〉１
１
５
１
）

７５

　

将
棋
を
覚
え
た
い
人
、
よ
り
上
手

に
な
り
た
い
人
、
一
緒
に
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。　
　
　
　

と
き
▼
４
月
か
ら
の
毎
月
第
３
土
曜

日
午
後
２
時
〜
４
時（
８
・　

月
を

１２

除
く
）　

と
こ
ろ
▼
中
央
児
童
セ
ン

タ
ー（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）　

対

象
▼
小
学
生
〜　

歳　

募
集
人
数
▼

１８

　

人（
先
着
順
）　

申
し
込
み
・
問
い

３０合
わ
せ
▼
２
月
１
日�
か
ら
中
央
児

童
セ
ン
タ
ー（�
〈　

〉７
８
８
８
）へ

７７

（
電
話
申
し
込
み
可
）

歴
史
博
物
館
の
催
し

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
Ｏ
Ｂ

６
・
７
・
８
期
生
作
品
展

将
棋
教
室

西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

人
形
劇
公
演

お
こ
し
も
の
作
り

星
空
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

子
ど
も
芸
術
創
造
講
座

キ
ッ
ズ
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

作
野
公
民
館
人
形
劇
公
演



３月２５日�午後５時３０分開演
�＝３５００円　�＝２５００円（全席指定）
※学生全席５００円引き。
※未就学児の入場はご遠慮ください。
また、車いす席のチケットは市民会館
のみで取り扱います。

� � � � � � � � � �

　

宮
川 
雪  
江 
氏
と
そ
の
生
徒
の
皆
さ

ゆ
き 
え

ん
に
よ
る
展
示
会
で
す
。「
物
作
り
の

楽
し
さ
を
暮
ら
し
の
中
に
生
か
し
、

季
節
を
楽
し
む
」
を
テ
ー
マ
に
作
ら

れ
た
紙
粘
土
人
形
や
木
工
品
な
ど
約

　

点
を
展
示
し
ま
す
。

５０と
き
▼
１
月　

日�
〜　

日�
　

と

１９

２９

こ
ろ
▼
デ
ン
パ
ー
ク
館
展
示
ル
ー
ム

問
い
合
わ
せ
▼
デ
ン
パ
ー
ク（�
〈　

〉
９２

７
１
１
１
）

　

別
途
入
園
料
が
必
要
で
す
。
開
催

場
所
、
問
い
合
わ
せ
先
は
同
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス（�
〈　

〉７
１
１
２
）で
す
。

９２

●
木
工
教
室

　

コ
マ
や
け
ん
玉
、 
戌 
年
に
ち
な
ん

い
ぬ

だ
物
が
作
れ
、
色
付
け
も
で
き
ま
す
。

と
き
▼
１
月　

日�
・　

日�
午
前

２８

２９

　

時　

講
師
▼
水
野 
幸  
春 
氏　

定
員

ゆ
き 
は
る

１０▼　

人（
先
着
順
）　

参
加
費
▼　

円

１００

５００

か
ら　

申
し
込
み
▼
当
日
午
前　

時
１０

か
ら
同
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
へ（
電
話
申

し
込
み
不
可
）

●
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
撮
影
ツ
ア
ー

　

撮
影
ス
ポ
ッ
ト
を
案
内
し
な
が
ら
、

美
し
く
小
粋
な
写
真
を
撮
る
コ
ツ
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

と
き
▼
１
月　

日�
午
後
１
時　

分

２８

３０

講
師
▼
鶴
田 
郁  
夫 
氏　

定
員
▼　

組

い
く 
お

２５

（
先
着
順
）　

参
加
費
▼
１
３
０
０
円

（
レ
ン
ズ
付
き
フ
ィ
ル
ム
代
込
み
、

写
真
現
像
代
別
途
）　

対
象
機
材
▼

レ
ン
ズ
付
き
フ
ィ
ル
ム
、
コ
ン
パ
ク

ト
カ
メ
ラ
、
一
眼
レ
フ
、
カ
メ
ラ
付

き
携
帯
電
話
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

（
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
の
プ
リ
ン

ト
指
導
は
し
ま
せ
ん
）　

申
し
込
み

▼
当
日
午
前
９
時
か
ら
同
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
へ（
電
話
申
し
込
み
不
可
）

●
ハ
ッ
ピ
ー
バ
レ
ン
タ
イ
ン
英
国
流

紅
茶
講
座

　

お
菓
子（
ハ
ー
ト
・
ガ
ト
ー
シ
ョ

コ
ラ
）の
実
習
と
バ
レ
ン
タ
イ
ン
紅

茶
の
入
れ
方
や
テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
学
び
ま
す
。
本
場
英
国
で

紅
茶
作
法
を
マ
ス
タ
ー
し
た
料
理
研

究
家
を
迎
え
て
の
教
室
で
す
。

と
き
▼
２
月
４
日�
午
後
１
時　

分
３０

講
師
▼ 
中  
嶋  
一  
恵 
氏　

定
員
▼　

人

な
か 
じ
ま 
か
ず 
え

３５

（
先
着
順
）　

参
加
費
▼
１
５
０
０
円

申
し
込
み
▼
１
月　

日�
午
前
９
時

１９

か
ら
電
話
で
同
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス（�

〈　

〉７
１
１
２
）へ

９２●
バ
レ
ン
タ
イ
ン　

ケ
ー
キ
職
人
直

伝
の
手
作
り
ケ
ー
キ
教
室

と
き
▼
２
月
９
日

�
・　

日�
午
後

１１

１
時　

分　

講
師

３０

▼
吉
田 
増  
男 
氏　

ま
す 
お

定
員
▼
各　

人
３２

（
先
着
順
）　

参
加

費
▼
１
５
０
０
円　

申
し
込
み
▼
１

月　

日�
午
前
９
時
か
ら
電
話
で
同

２１
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス（�
〈　

〉７
１
１
２
）

９２

へ
　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
日
本
リ

ー
グ
安
城
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
／
対
戦
▼
１
月　

日�
午
前　

２８

１０

時　

分
／
市
内
中
学
生
女
子
、　

時

３０

１１

　

分
／
市
内
中
学
生
男
子
、
午
後
２

５０時
／
ア
イ
シ
ン
Ａ
Ｗ
ウ
ィ
ン
グ
ス
と

 
荏  
原 
ビ
ィ
ッ
キ
ー
ズ　

と
こ
ろ
▼
市

え 
ば
ら

体
育
館　

入
場
料
▼
一
般
前
売
り�

１
５
０
０
円
、
一
般
当
日�
１
７
０

０
円
、
中
高
生　

円
、
小
学
生　

円

５００

１００

※
入
場
券
は
市
体
育
館
、
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
、
マ
ー
メ
イ
ド
パ
レ
ス
、

北
部
公
民
館
、
竹
内
書
店
で
配
布
。

支
払
い
は
当
日
会
場
で
お
願
い
し
ま

す
。
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
で
も
販
売
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
体
育
課（
市
体
育
館

内
／�
〈　

〉３
５
３
５
）

７５

市役所　�〈７６〉１１１１／FAX〈７６〉１１１２
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�スポーツ（�総 ＝市総合運動公園）

�市団体リーグ卓球大会＝５日�午前９時（市体育館）
�第２１回明治用水緑道市民駅伝大会＝１２日�午前９時（�総 陸
上競技場）
�第２６回安城選手権大会冬季スキー競技会＝１８日�午前８時
３０分（白馬五竜スキー場いいもりゲレンデ）
�春季少年剣道大会小学生の部＝１９日�午前９時（市体育館）
�インディアカ協会創立記念大会＝１９日�午前９時（市ス
　ポーツセンター）
�西三河レディース（ダブルス）卓球大会＝２４日�午前９時
（市体育館）

�市民会館
�碧海～風の会　早春展＝１８日�・１９日�午前９時～午後５
時（展示室）　※１９日は午後４時まで。

�文化センター（ホール＝マツバホール）

�書と刻字　紀行展＝３日�～５日�午前９時～午後５時
（展示室）　※５日は午後４時まで。
�第２４回市民演劇祭＝５日�午前１０時（ホール）
�平成１７年度幼児教育学科研究発表会＝１０日�午前９時３０分
（ホール）
�よし絵画教室展＝１１日�・１２日�午前９時～午後５時（展
示室・大会議室）　※１２日は午後４時まで。
�勤労者のための文化講演会＝２１日�午後６時３０分（ホール）
�真多呂木目込人形展・朝生ちぎり絵展＝２６日�午前９時～
午後４時（大会議室・展示室ほか）

市民会館（�〈７５〉１１５１）

デ
ン
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

教
室
・
講
座

造
形
展　

心
こ
ろ
こ
ろ

第
７
回
Ｗ
１
リ
ー
グ

　平成１９年４月１日�から９月３０日�までの展示室の一
般利用の予約を受け付けます。また、平成１９年３月３１日
�までの利用予約も随時受け付けていますので、ぜひご
利用ください。
申し込み ▼２月１日�～１０日�午前９時～午後５時に市
民ギャラリー事務室へ　※月曜日休館。
＊電話での申し込みはできません。必ずご来館ください。
＊希望日が重なった場合は、抽せんになります。
＊前記の申込期間以降は、随時受け付けをします。

市民ギャラリー展示室 
一般利用予約受け付け

文化財課（市民ギャラリー内／�〈７７〉６８５３）

月 の イ べ ン ト２

羽田健太郎
デュオ・ファンタジー

with 川井郁子



　

「
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
め
ざ
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
合
同

で
開
催
し
ま
す
。

　

青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会
で
は
、

他
の
模
範
と
な
る
児
童
生
徒
や
地
域

で
青
少
年
健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ
て

い
る
人
の
顕
彰
と
「
家
庭
の
日
」
啓

発
用
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者
の
表
彰
を
行

い
ま
す
。

　

市
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

主
催
の
家
庭
教
育
講
演
会
は
、 
濱  
宮 

は
ま 
み
や

 
郷  
詞 
氏
を
講
師
に
迎
え
「
障
害
を
越

さ
と 
し

え
て
！
車
い
す
パ
パ
奮
戦
記
」
を
テ

ー
マ
に
行
い
ま
す
。

と
き
▼
２
月
４

日�
午
後
２
時

と
こ
ろ
▼
文
化

セ
ン
タ
ー
マ
ツ

バ
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
▼
推
進
大
会�
青
少
年

の
家（�
〈　

〉３
４
３
２
）、講
演
会

７６

�
生
涯
学
習
課（
同
セ
ン
タ
ー
内
／

�
〈　

〉１
５
１
５
）

７６

　

１
月　

日
は
、
昭
和　

年
に
法
隆

２６

２４

寺
金
堂
壁
画
が
焼
失
し
た
日
に
あ
た

り
ま
す
。
毎
年
こ
の
日
を
「
文
化
財

防
火
デ
ー
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中

心
に
、
文
化
財
を
火
災
や
震
災
な
ど

の
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
全
国
的
に

文
化
財
防
火
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
文
化
財
防
火
訓
練
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
会
場
周
辺
は
一
部

交
通
規
制
を
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

郷
土
の
貴
重
な
文
化
財
や
家
庭
の

財
産
を
守
る
た
め
、
火
の
元
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

と
き
▼
１
月　

日�
午
前
８
時　

と

２２

こ
ろ
▼
福
釜
神
明
神
社（
福
釜
町
）

※
雨
天
中
止
。

問
い
合
わ
せ
▼
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ

ー（�
〈　

〉４
４
９
０
）

７７

　

育
児
・
介
護
な
ど
の
た
め
退
職
し
、

再
就
職
を
希
望
す
る
人
を
対
象
に
開

催
し
ま
す
。
講
義
、
再
就
職
者
体
験

発
表
、
再
就
職
希
望
登
録
者
支
援
事

業
な
ど
の
説
明
、
相
談
を
行
い
ま
す
。

と
き
▼
２
月　

日�
午
前　

時
〜
午

２３

１０

後
３
時　

分　

と
こ
ろ
▼
岡
崎
市
働

３０

く
婦
人
会
館（
岡
崎
市
伊
賀
新
町　
１０

�
３
）　

講
義
▼
①
再
就
職
の
ポ
イ

ン
ト
〜
い
か
に
自
分
を
売
り
込
む
か

②
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す　

定
員

▼　

人　

そ
の
他
▼
託
児
有
り（
１

２０
歳
〜
就
学
前
）　

申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
▼�
　

世
紀
職
業
財
団
愛
知

２１

事
務
所（�
　
〈　

〉７
２
２
２
）へ

０５２
５８６

　

パ
ー
ト
就
労
を
希
望
す
る
人
や
悩

み
を
抱
え
て
い
る
パ
ー
ト
就
労
者
を

対
象
に
講
習
会
と
相
談
を
行
い
ま
す
。

と
き
▼
２
月　

日�
午
後
１
時　

分

２１

３０

〜
３
時　

分　

と
こ
ろ
▼
高
浜
市
女

３０

性
文
化
セ
ン
タ
ー
Ａ
会
議
室（
高
浜

市
湯
山
町
６�
６�
４
）　

内
容
▼

「
社
会
保
険
・
税
金
・
法
律
な
ど
の

制
度
」「
働
く
前
の
心
構
え
」　

講
師

▼�
　

世
紀
財
団
雇
用
管
理
ア
ド
バ

２１

イ
ザ
ー　

定
員
▼　

人　

申
し
込
み
・

３０

問
い
合
わ
せ
▼�
　

世
紀
職
業
財
団

２１

愛
知
事
務
所（�
　
〈　

〉７
２
２
２
）へ

０５２
５８６

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
は
、
子
育
て
の
手
助
け
を
し
て

ほ
し
い
人
が
依
頼
会
員
、
子
育
て
の

協
力
を
す
る
人
が
提
供
会
員
と
な
っ

て
、
お
互
い
に
助
け
合
う
会
員
組
織

で
す
。
現
在
の
活
動
を
よ
り
充
実
さ

せ
る
た
め
、
新
た
な
会
員
を
募
集
し

ま
す
。

対
象
▼
依
頼
会
員�
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
人　

提
供
会
員�
市
内

在
住
で
、
心
身
と
も
に
健
康
で
自
宅

で
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
の
で
き
る

人
、
子
ど
も
が
好
き
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
の
あ
る
人　

※
資
格
や
経
験

は
問
い
ま
せ
ん
。
提
供
会
員
を
希
望

す
る
人
は
講
習
会
の
受
講
が
必
要
で

す
。（
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
の
資
格
の
あ

る
人
は
講
習
会
を
免
除
）

講
習
会
▼
２
月
７
日�

問
い
合
わ
せ
▼
同
セ
ン
タ
ー（
市
役

所
西
会
館
内
／�
〈　

〉２
３
１
５
）

７２

�広報あんじょう　2006.1.15

募

集

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
会
員

青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会

市
Ｐ
連
家
庭
教
育
講
演
会

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

ガ
イ
ダ
ン
ス

文
化
財
防
火
訓
練
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対象／定員と　き講座名

２０歳以上／
２０人（先着順）

２月１日～２２日
毎週水曜日（全４回）
午後１時～２時

水中ウオーキン
グ

２０歳以上／
２０人（先着順）

２月２日～２３日
毎週木曜日（全４回）
午後２時～３時

基礎水泳
※クロールなどの
基礎を学びます。

２０歳以上／
３０人（先着順）

２月３日～２４日
毎週金曜日（全４回）
午後３時～４時

アクアビクス

小学１～３年生
の親子／１０組２０
人（先着順）

２月５日～１９日
毎週日曜日（全３回）
午後５時～６時

親子水泳
※水泳の基礎を
学びます。

３歳以上～未就
学児の親子／１５
組３０人（先着順）

２月５日～１９日
毎週日曜日（全３回）
午後３時～４時

親子水慣れレク
リエーション

マーメイドパレス（�〈９２〉７３５１）

������������������		
��������	
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�����������

��������	
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�������������������

ところ ▼２５�プール
対象 ▼１８歳以上　※水
中いきいき講座は高齢
者向けです。
定員 ▼各２０人（先着順）
持ち物 ▼水着、水泳帽
子
※講座当日は開始時間
の１０分前に集合してください。

集合場所内容と　き講座名

プール
受付前

水中ウオーキ
ング、健康体
操

２月１６日～３月９日
毎週木曜日（全４回）
午後１時～２時

水中いきい
き講座

プール
本部室前

水中ウオーキン
グ、水中エクサ
サイズなど

２月１６日～３月９日
毎週木曜日（全４回）
午後４時～５時

ウオーター
シ ェ イ プ
ＵＰ講座

スポーツセンター（�〈７５〉３５４５）



採
用
予
定
人
数
▼
１
人　

採
用
日
▼

４
月
１
日　

対
象
▼
昭
和　

年
４
月

３６

２
日
以
降
生
ま
れ
で
、
介
護
福
祉
士

ま
た
は
ヘ
ル
パ
ー
１
級
以
上
の
資
格

を
有
す
る
か
、
３
月　

日
ま
で
に
介

３１

護
福
祉
士
養
成
施
設
を
卒
業
見
込
み

の
人　

※
普
通
自
動
車
運
転
免
許
が

必
要
。
身
体
障
害
者
に
つ
い
て
は
、

自
力
で
通
勤
で
き
、
介
護
者
な
し
で

職
務
の
で
き
る
人
。　

試
験
日
時
／

内
容
／
結
果
▼
第
１
次�
２
月
７
日

�
午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時
／
筆

３０

記
試
験
と
作
文
／
２
月
中
旬
に
本
人

へ
通
知
、
第
２
次�
２
月　

日�
午

１４

前
９
時　

分
／
面
接
／
２
月
下
旬
に

３０

本
人
へ
通
知　

試
験
会
場
▼
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー　

勤
務
日
時
▼
火
〜
土

曜
日
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

３０

１５

分　

※
配
属
先
に
よ
り
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。　

給
料
▼
月
額　

万
１５

６
７
０
８
円（
調
整
手
当
含
む
。
予

定
）　

諸
手
当
▼
期
末
勤
勉
、
扶
養
、

通
勤
、
住
居
手
当
な
ど　

提
出
書
類

▼
第
１
次
試
験
申
し
込
み
時�
受
験

申
込
書（
１
月　

日�
か
ら
同
セ
ン

１７

タ
ー
で
配
布
）、第
２
次
試
験
受
験
時

�
所
定
の
健
康
診
断
書
、
卒
業
見
込

み
証
明
書
ま
た
は
卒
業
証
書
の
写
し
、

資
格
を
証
す
る
書
類
の
写
し　

※
受

験
申
込
書
、
健
康
診
断
書
は
市
福
祉

事
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。　

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
▼
１
月　

日�
〜　

日

１７

３１

�
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
日
・
月

曜
日
を
除
く
）に
同
事
業
団（
同
セ
ン

タ
ー
内
／�
〈　

〉７
８
８
８
）へ　

７７

※
郵
送
の
場
合
は
１
月　

日�
必
着

３１

で
同
事
業
団（
〒　
�
０
０
４
６
安

４４６

城
市
赤
松
町
大
北　
�
１
）へ
。

７８

　

３
月
か
ら
勤
務
で
き
る
健
康
で
明

る
い
人
を
募
集
し
ま
す
。

職
種
▼
市
民
農
園
ス
タ
ッ
フ　

対
象

▼　

〜　

歳
く
ら
い　

募
集
人
数
▼

１８

６０

１
人
程
度　

勤
務
時
間
▼
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
含
む
週
３
日
の
午
前
９

時
〜
午
後
５
時　

※
休
日
は
要
相
談
。

賃
金
▼
１
時
間　

円（
土
・
日
曜
日
、

８８０

祝
日
は　

円
増
、
通
勤
割
増
１
日　

１００

２００

円
）　

応
募
・
問
い
合
わ
せ
▼
電
話

で
デ
ン
パ
ー
ク（�
〈　

〉７
１
１
１
）

９２

へ　

※
面
接
時
に
履
歴
書（
写
真
付

き
）を
持
参
。

　

消
費
者
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
消
費
生
活

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

主
な
仕
事
▼
①
危
険
な
商
品
、
不
当

な
取
引
や
表
示
、
生
活
必
需
品
の
需

給
・
価
格
動
向
な
ど
の
監
視
・
通
報

②
消
費
生
活
に
関
す
る
調
査
及
び
ア

ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答（
年
６
回
程
度
）

③
研
修
会（
年
１
回
）へ
の
出
席
な
ど

対
象
▼
県
内
在
住
の　

歳
以
上
の
人

３０

任
期
▼
４
月
の
依
頼
日
か
ら
来
年
３

月
末
日
ま
で　

謝
礼
▼
年
額
１
万
円

（
予
定
）　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

▼
１
月　

日�
〜
２
月　

日�
（
消

３０

１５

印
有
効
）に
各
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
、

市
商
工
課
で
配
布
す
る
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
愛
知
県
県

民
生
活
部
県
民
課
中
央
県
民
生
活
プ

ラ
ザ（�
　
〈　

〉６
１
６
３
）へ　

０５２
９５４

※
応
募
用
紙
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

新
入
学
、
転
編
入
学
及
び
特
科

（
聴
講
生
）の
募
集
を
し
ま
す
。

募
集
人
数
▼
普
通
科
約　

人　

応
募

２８０

資
格
▼
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
、
今

春
中
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
人
ま
た

は
中
学
校
卒
業
と
同
等
以
上
の
学
力

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人
な
ど
。
転

編
入
学
は
、
高
等
学
校
で
一
部
単
位

を
修
得
し
た
人　

出
願
期
間
▼
新
入

学
前
期
選
抜�
２
月　

日�
〜　

日

２４

２７

�
（
土
・
日
曜
日
を
含
む
）、同
後
期

選
抜�
３
月　

日�
〜　

日�
、
転

２７

３１

編
入
学
・
特
科�
３
月　

日�
〜　

１０

１５

日�
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）　

選
抜

日
▼
新
入
学
前
期
選
抜�
３
月
４
日

�
、
同
後
期
選
抜�
４
月
２
日�
、

転
編
入
学�
３
月　

日�
　

選
抜
方

１９

法
▼
新
入
学�
書
類
審
査
・
作
文
・

面
接
、
転
編
入
学�
書
類
審
査
・
学

力
検
査
・
面
接
、
特
科�
書
類
審
査

願
書
交
付
▼
新
入
学�
２
月
１
日�

か
ら
、
転
編
入
学
・
特
科�
２
月　
２１

日�
か
ら　

出
願
場
所
・
問
い
合
わ

せ
▼
刈
谷
東
高
校（
刈
谷
市
半
城
土

町
三
ツ
又　

／�
〈　

〉３
３
４
９
）

２０

２１

市役所　�〈７６〉１１１１／FAX〈７６〉１１１２

広報あんじょう　2006.1.15�

デ
ン
パ
ー
ク
ス
タ
ッ
フ

市
福
祉
事
業
団
職
員

（
介
護
員
）

保育園長が職場に
出向きます

　「子どもと遊ぶって何をすればいいの？」「食事はどん
なことに気をつけたらいいの？ ｣などの疑問は、子育て
をしている人なら誰でも持つものです。
　子育てに少しでも役立てていただくために、お子さん
を持つ父母を対象に、保育園の職員が講師として会社、
事業所に出向いて、出前講座を行います。
●とき　３月までの月～土曜日に１時間程度（祝日を除
　　　　く )
●対象　５人以上が講座に参加できる市内の会社、事業
　　　　所
●講師　市立保育園園長
●内容　①遊びで育つもの　
　　　　②子どもの食生活　
　　　　③ほめることとしかること　
　　　　④手遊びや簡単にできるおもちゃの紹介
◆申し込み・問い合わせ◆　
　出前講座を希望する１４日前までに児童課へ
   ※講座の希望日時は第２希望までご連絡ください。

�������������� ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																																	
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������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																																	
募集日 ▼３月１８日�～４月２３日�の土・日曜日、祝日　
※ゴールデンウイーク期間中の募集は本紙２月１５日号に
掲載します。
演奏場所 ▼フローラルプレイスイベント広場
演奏時間 ▼１回３０分のステージを２回　
内容 ▼アンサンブル、コーラス、ポップスなどデンパー
クのイメージに合うもの。大音量での激しい演奏は不可
その他 ▼①応募者多数の場合は調整の上、お断りする場
合があります　②出演者１人につき２枚のデンパーク招
待券を進呈　③デモテープは後日返却　④出演をお願い
する場合は２月１５日�までに連絡します　
申し込み・問い合わせ ▼１月３１日�必着で、団体名、代
表者の住所・氏名・電話（ファクス）番号、参加希望日
（必ず記入・第２希望まで可）を明記の上、演奏内容のわ
かるカセットテープ、ＭＤ、ＣＤ、ビデオテープなどを
デンパークイベント参加者募集係（〒４４６�００４６安城市赤
松町梶１／�〈９２〉７１１１）へ

県
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

来
年
度
県
立
刈
谷
東
高
等

学
校
通
信
制
課
程
の
生
徒



ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼
午
前
８

時　

分
〜
午
後
５
時
に
同
校（�
０

３０
５
６
４〈　

〉２
８
３
０
、�
０
５
６

４５

４〈　

〉６
２
４
８
）へ

４５

　

写
真
や
図
版
を
多
く
使
い
読
み
や

す
い
内
容
の
新
編
安
城
市
史
資
料
編

「
民
俗
」「
古
代
・
中
世
」「
考
古
」「
近

世
」「
自
然
」
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

全　

巻
の
う
ち
５
巻
が
刊
行
済
み
で
す
。

１１
定
価
▼
１
５
０
０
円
〜
３
５
０
０
円

販
売
場
所
▼
歴
史
博
物
館
、
市
役
所

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
市
内
４
書
店

（
オ
カ
ダ
ヤ
書
店
、
竹
内
書
店
、
日

新
堂
書
店
、
花
の
き
村
）

問
い
合
わ
せ
▼
市
史
編
さ
ん
室（
同

館
内
／�
〈　

〉４
４
７
７
）

７７

　

園
内
整
備
の
た
め
、
１
月　

日�
、

１７

　

日�
は
臨
時
休
園
し
ま
す
。

１８※
１
月　

日�
は
休
園
日
で
す
。

１６

問
い
合
わ
せ
▼
デ
ン
パ
ー
ク（�
〈　

〉
９２

７
１
１
１
）

募
集
科
名
▼
ホ
ー
ム
設
備
ラ
イ
ン
科
、

住
宅
イ
ン
テ
リ
ア
科
、
住
宅
エ
ク
ス

テ
リ
ア
科　

定
員
▼
各
科　

人　

訓

３０

練
期
間
▼
4
月　

日�
か
ら
６
か
月

１２

間　

対
象
▼
転
職
し
よ
う
と
す
る
人

で
、
中
学
校
を
卒
業
ま
た
は
同
等
の

学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人　

説
明
見
学
会
▼
１
月　

日�
、
２
月

２５

　

日�
　

※
電
話
で
事
前
に
申
し
込

１３み
を
し
て
く
だ
さ
い
。　

選
考
▼
適

性
検
査
、
面
接　

受
講
料
な
ど
▼
無

料（
一
部
自
己
負
担
あ
り
）　

申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
▼
２
月　

日�
ま

１７

で
に
同
校（
高
浜
市
碧
海
町
４
丁
目

１�
６
／�
〈　

〉０
０
３
１
）へ

５３

　

来
年
度
の
夜
間
定
時
制
課
程
機
械

科
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

修
業
年
限
▼
４
年
ま
た
は
３
年　

募

集
人
数
▼　

人　

応
募
資
格
▼
中
学

４０

校
を
卒
業
ま
た
は
今
年
３
月
に
卒
業

見
込
み
の
人
、
中
等
教
育
学
校
前
期

課
程
修
了
見
込
み
の
人
な
ど　

入
学

検
査
▼
３
月　

日�
（
作
文
、
基
礎

２８

学
力
検
査
、
面
接
）　

合
格
発
表
▼

３
月　

日�
午
前　

時
〜
正
午（
同

３０

１０

校
玄
関
）　

応
募
・
問
い
合
わ
せ
▼

３
月　

日�
〜　

日�
午
前
９
時
〜

１６

２３

午
後
４
時（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
。　

日
は
午
後
３
時
ま
で
）に

２３

同
校（�
０
５
６
４〈　

〉１
６
４
６
）

５１

へ
　

放
送
大
学
は
、
放
送
メ
デ
ィ
ア
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
正
規
の
大
学

で
す
。
学
部
学
生（
全
科
履
修
生
、

選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生
）と
大

学
院
修
士
選
科
生
・
科
目
生
を
募
集

し
ま
す
。
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
募
集
要
項

の
請
求
が
で
き
ま
す
。（h

ttp
://w

w
w
.u
-a
ir.a
c
.jp
/

）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼
２
月　
２８

日�
ま
で
に
放
送
大
学
愛
知
学
習
セ

ン
タ
ー（�
　
〈　

〉１
７
７
１
）へ

０５２
８３１

　

「
う
す
味
で
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ

り
献
立
」
を
テ
ー
マ
に
、
カ
ル
シ
ウ

ム
が
多
い
食
材
、
そ
の
吸
収
率
を
よ

く
す
る
食
材
を
使
っ
た
献
立
を
紹
介

し
ま
す
。
安
城
市
健
康
づ
く
り
食
生

活
改
善
協
議
会
が
行
う
講
習
会
で
す
。

献
立
▼
海
の
香
り
の
炊
き
込
み
ご
飯
、

魚
の
ホ
イ
ル
包
み
焼
き
、
か
ぶ
の
酢

の
物　

と
き
▼
２
月　

日�
午
前　

１０

１０

時
〜
午
後
１
時（
受
け
付
け
は
午
前

９
時　

分
か
ら
）　

と
こ
ろ
▼
文
化

３０

セ
ン
タ
ー　

定
員
▼　

人（
先
着
順
）

２０

参
加
費
▼　

円　

申
し
込
み
・
問
い

４００

合
わ
せ
▼
１
月　

日�
〜
２
月
３
日

２０

�
に
電
話
で
健
康
課（
市
保
健
セ
ン

タ
ー
内
／�
〈　

〉１
１
３
３
）へ

７６

●
箱
ず
し
作
り
に
挑
戦
！

　

三
河
の
郷
土
料
理
に
親
し
み
な
が

ら
、
包
丁
の
使
い
方
、
だ
し
の
取
り

方
、
酢
め
し
の
作
り
方
な
ど
料
理
の

基
本
を
学
び
ま
す
。
安
城
市
健
康
づ

く
り
食
生
活
改
善
協
議
会
が
開
催
し

ま
す
。

と
き
▼
２
月
８
日�
午
前　

時
〜
午

１０

後
１
時（
受
け
付
け
は
午
前
９
時　
３０

分
か
ら
）　

と
こ
ろ
▼
文
化
セ
ン
タ

ー　

対
象
▼
料
理
初
心
者
の
男
性　

定
員
▼　

人（
先
着
順
）　

参
加
費
▼

１５

　

円　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼

３００１
月　

日�
〜
２
月
１
日�
に
電
話

２０

で
健
康
課（
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
／

�
〈　

〉１
１
３
３
）へ

７６

　

子
ど
も
が
「
音
に
反
応
し
な
い
」

「
呼
ん
で
も
振
り
向
か
な
い
」
な
ど

の
た
め
悩
ん
で
い
る
人
は
、
一
日
も

早
く
県
立
岡
崎
聾
学
校
の
教
育
相
談
・

乳
幼
児
教
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
も
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に

よ
る
予
約
が
必
要
で
す
。

●
教
育
相
談　

聞
こ
え
や
言
葉
に
関

す
る
悩
み
の
相
談
や
子
育
て
に
関
す

る
ア
ド
バ
イ
ス
、
聞
こ
え
に
関
す
る

検
査
な
ど

●
乳
幼
児
教
室　

聞
こ
え
に
障
害
の

あ
る
子
と
保
護
者
を
対
象
に
指
導
し

そ

の

他

新
編
安
城
市
史
を
販
売
中

デ
ン
パ
ー
ク
臨
時
休
園

健
康

福
祉

・

食
生
活
改
善
講
習
会

台
所
一
年
生

�広報あんじょう　2006.1.15

県
立
高
浜
高
等
技
術
専
門

校
訓
練
生
募
集

　

債
権
回
収
を
名
乗
る
業
者
名
で

「
は
が
き
」
が
届
き
、
身
に
覚
え

の
な
い
請
求
を
さ
れ
て
困
っ
た
と

い
う
相
談
が
依
然
続
い
て
い
ま
す
。

◆
不
当
な
請
求
に
対
す
る
対
策

①
利
用
し
て
い
な
け
れ
ば
「
無
視
」

を
し
、
自
分
か
ら
は
連
絡
を
し
な

い
。

②
電
話
連
絡
が
あ
っ
て
も
、
利
用

し
て
い
な
い
旨
を
伝
え
、
き
っ
ぱ

り
と
断
る
。

③
絶
対
に
自
分
の
住
所
、
電
話
番

号
な
ど
個
人
情
報
を
伝
え
な
い
。

④
脅
さ
れ
た
ら
、
警
察
に
相
談
す

る
。

◆
消
費
生
活
相
談
窓
口

市
役
所
相
談
室�
火
・
木
曜
日
午

前
９
時
〜
午
後
２
時　

分
３０

西
三
河
県
民
生
活
プ
ラ
ザ�
月
〜

金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　
３０

分（�
０
５
６
４〈　

〉０
９
９
９
）

２７

注
意
！
依
然
多
い
不
当
請
求

県
立
岡
崎
工
業
高
等
学
校

夜
間
定
時
制
課
程
生
徒
募
集

乳
幼
児
の
耳
の
聞
こ
え
に

つ
い
て
心
配
し
て
い
る

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

放
送
大
学
学
生
募
集



　

ね
た
き
り
状
態
に
あ
る
人
が
お
む

つ
を
使
用
し
て
い
る
と
、
所
得
税
の

確
定
申
告
で
医
療
費
控
除
の
対
象
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
告
に
は
医
師
が
発
行
し
た
お
む

つ
使
用
証
明
書
と
お
む
つ
代
の
領
収

書
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
市
税
課
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
人
で
、
昨
年
も
お
む
つ
代
の
医
療

費
控
除
を
受
け
て
い
る
場
合
、
市
が

発
行
す
る
確
認
書
で
使
用
証
明
書
に

か
え
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

確
認
書
は
介
護
保
険
証
を
持
参
し
、

高
齢
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

確
認
書
は
申
請
の
１
週
間
ほ
ど
後
に

郵
送
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
市
税
課
・
高
齢
福
祉

課
　

障
害
者
控
除
・
特
別
障
害
者
控
除

は
、
療
育
手
帳
や
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人
で
あ
っ

て
も
、
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の

あ
る　

歳
以
上
の
人
で
、
こ
れ
ら
の

６５

人
と
同
程
度
の
障
害
が
あ
る
と
市
か

ら
認
定
を
受
け
て
い
る
人（
障
害
者

控
除
対
象
認
定
書
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
）も
対
象
で
す
。

　

対
象
と
思
わ
れ
る
人
は
、
介
護
保

険
証
を
持
参
し
、
高
齢
福
祉
課
に
申

請
し
て
審
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
認
定
書
は
１
週
間
ほ
ど
後
に

郵
送
し
ま
す
。

　

障
害
者
控
除
を
受
け
る
に
は
、
申

告
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
高
齢
福
祉
課

　

事
業
を
営
む
法
人
・
個
人
は
、
１

月
１
日
現
在
、
市
内
に
所
有
す
る
償

却
資
産（
法
人
税
、
所
得
税
の
損
金

ま
た
は
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
る
減

価
償
却
す
る
資
産
）を
１
月
末
日
ま

で
に
申
告
す
る
よ
う
に
法
令
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
法
人
・
個
人
に
は
、
す

で
に
申
告
書
を
お
送
り
し
て
あ
り
ま

す
。
期
限
ま
で
に
必
ず
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
市
税
課

市
社
会
福
祉
協
議
会
関
係

■
善
意
銀
行

　

月
分
／
受
け
付
け
順
／
敬
称
略

１１◆
金
品
預
託
▽
中
部
パ
ー
テ
ィ
ダ
ン

ス
の
会
▽
二
本
木
公
民
館
高
齢
者
教

室
▽
上
野
萬
寿
保
▽
ボ
ー
ル
・
セ
ン

タ
ー
安
城
店
▽
東
端
の
老
人
▽
後
藤

貞
子
▽
ア
ン
デ
ン�
▽
中
部
ふ
れ
あ

い
社
交
ダ
ン
ス
▽
愛
知
県
立
安
城
東

高
等
学
校
▽
根
崎
花
キ
ル
ト
▽
む
つ

み
会
▽
東
洋
歌
謡
教
室
実
行
委
員
会

◆
収
集
物
預
託（
使
用
済
み
切
手
・

ベ
ル
マ
ー
ク
ほ
か
）▽
北
部
公
民
館

利
用
者
▽
キ
ャ
ビ
ン
新
安
城
駅
北
口

店
▽
後
藤
麻
紀
子
▽
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
利
用
者
▽
鈴
木
菊
夫
▽
野
村
君

江
▽
い
ず
み
製
菓
▽
㈱
大
紀
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
工
業
所
▽
市
役
所
職
員

■
福
祉
基
金

　

・　

月
分
／
受
け
付
け
順
／
敬
称

１０

１１

略▽
山
田
ヤ
エ
子
▽
安
城
市
肢
体
不
自

由
児
父
母
の
会
▽
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ

ス
ト
安
城
▽
安
城
市
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
▽
安
城
市
民
生
児
童
委
員
協

議
会
▽
安
城
市
文
化
協
会
▽
杉
浦
富

雄
▽
安
城
市
福
祉
ま
つ
り
実
行
委
員

会
▽
社
団
法
人
刈
谷
法
人
会
安
城
支

部市
役
所
関
係

　

月
分
／
敬
称
略

１１▽
岩
月
照
美

福
祉
へ
の
善
意 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

償
却
資
産
の
申
告
を

お
忘
れ
な
く

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

高
齢
者
の
障
害
者
控
除
・

特
別
障
害
者
控
除
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６日�・１３日�・１４日�・２０日�・２４日�・２７日�

２ 月 の 休 館 日

１月１７日�　
午前１０時３０分

えほんとわらべうたの会
（０～３歳）

１月１９日�　
午前１０時３０分

いないいないばあよみきかせ
（１～４歳）

１月２５日�　
午前１０時３０分

おはなしまあだ
（２～５歳）

１月３１日�　
午前１０時３０分

えほんとわらべうたの会
（０～３歳）

２月２日�
午前１０時３０分

おはなしゆりかご
（０～３歳）

２月４日�
午後３時

おはなしレストラン
（小学生以上または親子）

２月７日�　
午前１０時３０分

えほんとわらべうたの会
（０～３歳）

２月８日�　
午前１０時３０分

おはなしたまてばこ
（２～５歳）

お は な し 会

◆赤ちゃん読み聞かせ「ゆりかごの会」
　０歳の赤ちゃんと母親を対象に絵本の読み聞か
せやわらべ歌遊びをします。
とき ▼１月２６日�、２月９日�・２３日�、３月９
日�・２３日�午前１０時３０分～１１時（全５回）　とこ
ろ ▼中央図書館視聴覚室　定員 ▼１５組（先着順）　
申し込み ▼１月１９日�午前９時から同館へ（電話
可）　その他 ▼なるべく５回ともご参加ください。
◆除籍本リサイクルフェア
　詳しくは本紙２月１５日号でお知らせします。
とき ▼３月１８日�・１９日�　

お 知 ら せ

お す す め の 一 冊

　敵をなぎ倒す豪剣から「赤城の
天狗」と恐れられた、法神流二代
目須田房之助。しかし、この無敵
の剣士には「剣難」の相があった。

「天狗剣法」（津本陽作）

　ゆっくり、ふわふわ、ピヨピヨ
…。カメも洗濯物もヒヨコも、み
んなあんよが大好きです。

「あんよあんよねえあんよ」
（長新太作）


